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春
子
谷
地
の
湿
地
復
元
は

学・官・民
の
協
働
で
実
現

斉
藤
　
健
二 

議
員

　
自
然
環
境
対
策
で
春
子
谷
地
湿

原
の
復
元
に
つ
い
て
、
今
後
の
計

画
を
伺
い
ま
す
。

　
　

調
査
結
果
を
捉
え
15
年
か
ら

植
林
活
動
を
始
め
現
在
は
、
村

民
と
全
農
い
わ
て
・
連
合
い
わ
て
・
東

北
電
力
労
組
グ
ル
ー
プ
の
協
力
を
得
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
進
捗
状
況
は
、
総
面
積
36
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
対
し
20
％
が
完
了
し
て
い

ま
す
。
協
議
の
結
果
、
可
能
な
場
合
は

盛
岡
農
業
高
校
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
の

協
力
も
得
る
な
ど
多
く
の
皆
様
の
協
力

で
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　馬
産
振
興
、
チ
ャ
グ
馬
の
今
後
は

①
馬
産
振
興
の
現
状
と
計
画
を
伺

い
ま
す
。

②
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
コ
の
歴
史
、
馬
に
関

す
る
歴
史
館
設
置
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

③
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
コ
参
加
馬
の
現
状
と

助
成
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
村
内
の
飼
養
頭
数
は
、
個
人
・

団
体
含
め
77
頭
で
す
。
村
営
相

の
沢
牧
野
の
充
実
、
安
全
管
理
を
図

り
、
牧
野
使
用
料
の
農
家
負
担
の
軽

減
に
努
め
ま
す
。

②
「
馬
っ
こ
パ
ー
ク
い
わ
て
」
の
活
用

目
標
と
し
て
関
係
団
体
で
、
県
馬
事

公
苑
構
想
協
議
会
が
組
織
さ
れ
、
馬

事
文
化
部
門
で
博
物
館
構
想
が
協
議

さ
れ
て
い
ま
す
。

③
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
コ
出
馬
頭
数
は
、

過
去
5
年
間
は
40
頭
前
後
で
推
移
し

て
い
ま
す
。
出
馬
料
が
保
存
会
よ
り

８
万
円
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

他
イ
ベ
ン
ト
等
に
、
同
好
会
滝
沢
支

部
に
は
、
村
観
光
協
会
よ
り
60
万
円

助
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
食
育
の
対
策
に
つ
い
て
、
村
の

小
学
校
で
は
年
一
校
を
対
象
に
実

施
さ
れ
て
い
る
食
育
学
習
の
、
評
価
と
計

画
を
伺
い
ま
す
。

　

村
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡

協
議
会
の
協
力
を
得
て
実
施
さ

れ
外
部
講
師
の
授
業
に
、
児
童
の
関
心

も
高
く
、
調
理
実
習
を
通
し
て
「
主
食
、

主
菜
、
副
菜
」
の
あ
り
方
、
庖
丁
の
使

い
方
な
ど
多
く
の
成
果
が
あ
っ
た
と
、

判
断
し
今
後
も
関
係
組
織
と
調
整
を
図

り
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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し
く
学
べ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

③
九
割
の
教
員
が
時
間
外
に
業
務
を

し
、
98
％
が
多
忙
と
感
じ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
学
校
に
対
す
る
調
査
や
会

議
の
見
直
し
に
努
め
ま
す
。

④
「
生
き
る
力
」
を
育
む
こ
と
を
理
念

と
し
、
序
列
化
や
競
争
に
つ
な
が
ら

な
い
よ
う
に
配
慮
し
ま
す
。

低
所
得
者
層
の
支
援
・
軽
減
策
を

①
景
気
悪
化
に
伴
い
、
所
得
の
低

下
、
中
小
企
業
の
倒
産
に
よ
り
、

村
民
生
活
は
窮
地
に
た
た
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
認
識
と
課
題
を
伺
い
ま
す
。

②
担
税
能
力
が
急
速
に
低
下
し
、
収
納
に

影
響
が
で
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
枠

に
留
ま
ら
ず
一
歩
踏
み
込
ん
だ
対
策
を

実
施
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
ど
う
か
。

①
企
業
の
事
業
不
振
に
対
し
、

緊
急
雇
用
対
策
は
講
じ
て
お
り

ま
す
が
、
引
き
続
き
生
活
支
援
・
相

談
業
務
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

②
税
金
は
適
正
に
賦
課
さ
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
生
活
困
窮
に
伴
う

減
免
件
数
、
金
額
と
も
今
年
度
は
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
更
に
相
談

し
易
い
窓
口
を
整
え
、
十
分
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

桜井　博義 議員
　　

小人数学級の優位性は

基礎基本の定着で効果

①
小
人
数
学
級
の
優
位
性
に
つ
い

て
は
、
父
母
・
教
育
関
係
者
に
よ

る
調
査
で
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

　
　
小
人
数
学
級
を
ど
う
考
え
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
き
た
か
。

②
不
登
校
児
童
生
徒
の
増
加
は
、
子
ど
も

の
信
号
が
教
育
現
場
に
伝
わ
っ
て
い
な

い
こ
と
で
す
。
現
状
の
実
態
と
対
応
策

を
伺
い
ま
す
。

③
教
員
は
会
議
、
研
修
会
等
な
ど
多
忙
化

に
よ
っ
て
子
ど
も
と
接
す
る
時
間
が
奪

わ
れ
て
い
ま
す
。
実
態
を
ど
う
認
識
し

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

④
新
指
導
学
習
要
領
は
、
子
ど
も
・
先
生

に
も
詰
め
込
み
、
競
争
と
い
っ
た
教
育

が
強
ま
る
と
考
え
ま
す
が
ど
う
か
。

①
19
年
度
よ
り
鵜
飼
小
１
・
２
年

生
で
実
施
し
、
基
本
的
な
生
活

習
慣
や
、
基
礎
基
本
の
定
着
で
効
果

が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
19
年
度
よ
り
、増
加
の
傾
向
で
あ
り
、

地
域
か
ら
も
支
援
チ
ー
ム
を
形
成

し
、
人
的
な
教
育
環
境
を
整
え
、
楽
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